
 

 

瓦は高くて使えない、かといってトタン葺きは安っぽくなる。これに替わって登場したのが着色石綿スレート板です。重い瓦（60 ㎏/㎡）にくらべ、軽く（20 ㎏/㎡）安価なため今でもほとんどの新築住宅に使われています。 

しかし劣化が進むと途中でいくら塗装してもずっと長くは持ちませんので葺き替えが必要です。 

そこでライファ鵠沼がおすすめするのがかぶせ工法。塗装にくらべると高いものですが、お手入れ不要でしかも機能も高まるので長い目で見れば結局お得。エコにもつながる安心・安全・快適なリフォームをしませんか？ 

●マスタックルーフ     １０，５００円／㎡～（税込） 

●Ｔ･ルーフ            １２，６００円／㎡～（税込） 

●断熱ビューティールーフ   １３，６５０円／㎡～（税込） 

別途足場代、換気棟、雪止め金物、アンテナ取り合い工事等の費用がかかります。 

屋根のリフォーム『かぶせ工法』についてはよくわかったわ。基本の性能に何をプラスした 

らより快適に暮らせるかをよく考えて選んだらいいのね。ところでライファ君にひとつ質問が 

あるの。なぜ屋根のリフォームなのに足場を組む必要があるのかしら？はしごで登り降りす 

れば足場代はかからないのに･･･？ 

 

ご存知ないかもしれませんがこれは法律で定められているんですよ。屋根での作業は

何かあったときにつかまるところがないため、転落防止の意味で足場を周囲に組みま

す。でもそのためだけではもったいないので外壁や軒天井の塗装、雨樋の交換までい

っぺんに工事することをおすすめしています。 


